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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第３四半期連結
累計期間

第67期
第３四半期連結
累計期間

第66期
第３四半期連結
会計期間

第67期
第３四半期連結
会計期間

第66期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 11,696 8,346 3,524 2,937 14,262

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
188 △72 △61 △12 25

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（百万円）
35 △115 △100 △31 △95

純資産額（百万円） － － 1,815 1,635 1,637

総資産額（百万円） － － 10,987 10,992 10,405

１株当たり純資産額（円） － － 152.02 136.93 137.13

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

2.92 △9.66 △8.39 △2.62 △7.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 16.52 14.87 15.74

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△230 133 － － △228

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,143 △520 － － △1,166

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,285 406 － － 1,379

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 984 1,075 1,057

従業員数（人） － － 225 227 235

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　      ３．第66期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。また、第66期、第66期第３四半期連結会計期間、第67期第３四半期連結会計

期間及び第67期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当

たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません 。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

　第２四半期連結会計期間において、連結子会社である新大同海運株式会社が清算手続中でありましたが、平成21年11

月30日を以って清算を結了いたしました。

 

 

 

 

４【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 227     

　（注）　従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であります。

（2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 227     

　（注）　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【事業部門別売上高、輸送品目別トン数及び売上高の状況】

（1） 事業部門別売上高明細

　当第３四半期連結会計期間における事業部門別トン数及び売上高を事業の種類別セグメントごとに示すと、次

のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
トン数
（千トン）

前年同四半期比　
（％）　

売上高
（百万円）

前年同四半期比
（％）

［海運事業］                 

内航事業 763 12.7 1,194 △24.8

外航事業 103 16.3 274 △21.2

［港運・倉庫事業］                 

港運事業 337 △9.3 1,226 △5.8

倉庫事業 38 29.3 239 △15.8

［その他事業］                 

商事・賃貸事業 － － 2 7.7

合計 1,242 6.4 2,937 △16.7

　（注）１. セグメント間の取引については相殺消去しております。

 　 　　２. 前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績

の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　
金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

ヤマトスチール㈱  623 17.6 563 19.2

ＪＦＥ物流㈱グループ 520 14.7 244 8.3

　    　３. 本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

 （2） 輸送品目別トン数及び売上高明細

　当第３四半期連結会計期間における輸送品目トン数及び売上高を示すと、次のとおりであります。

輸送品目別
トン数
（千トン）

前年同四半期比
（％）

売上高
（百万円）

前年同四半期比
（％）

鉄鋼 746 35.1 1,756 5.5

飼料 32 4.1 54 10.4

農水産品 34 10.0 148 20.0

油糧 24 △8.4 34 △8.1

鉱石類  44 65.6 33 △42.1

機械類 15 106.0 65 50.8

紙・パルプ 0 △30.9 0 △77.1

その他貨物 344 △29.9 842 △45.4

合計 1,242 6.4 2,935 △16.7

　（注）１．内航事業・外航事業・港運事業・倉庫事業を合算したものであります。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

  当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。  

３【経営上の重要な契約等】

　     当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　  (1)　業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、内外の在庫調整の進展や中国を中心とした海外経済の改善を

背景として輸出、生産の増加などから緩やかな回復基調に転じております。しかしながら、デフレ局面などを背景

とした企業業績への懸念、雇用環境や個人消費の低迷が続くなど、依然として景気の先行きは不透明な状況が続い

ております。

　このような経営環境下におきまして、当社グループは「安全・迅速・信頼」をモットーに、積極的な事業展開を

してまいりました。

　内航事業にありましては、主要取引先の鉄鋼メーカーが公共工事の縮小に加え、民間設備投資が減少したため、建

材や建機向けの鋼材需要が冷え込んだことによるかねてからの減産体制を漸次解除し,取扱量も漸増しておりま

す。しかしながら、運賃単価の下落により売上は伸びず、原価並びに管理費を圧縮した結果、取扱量は763千トン

（前年同期比86千トン増）、売上高1,194百万円（前年同期比393百万円減）、営業利益32百万円（前年同期比44百

万円増）となりました。また、アジアを主要マーケットとする外航事業においては東南アジア経済の回復とともに

取扱量も回復しつつありますが、船腹過剰による運賃の下落が激しく、運航採算は悪化しました。その結果、取扱量

103千トン（前年同期比14千トン増）、売上高274百万円（前年同期比73百万円減）、営業損失73百万円（前年同期

は６百万円の損失）となりました。

　港運事業にありましては、食品類の輸入取扱量に一定の回復が見られるものの、世界的不況の影響から脱しえず

取扱量は減少しましたが、管理経費の圧縮等により一定量の収益を確保することができました。その結果、取扱量

337千トン（前年同期比34千トン減）、売上高1,226百万円（前年同期比74百万円減）、営業利益56百万円（前年同

期比49百万円増）となりました。また、港運事業の一翼である倉庫事業にありましては、新倉庫建設に向けた営業

強化の一環で取扱量の上積みが出来ましたが単価面厳しく、取扱量38千トン（前年同期比8千トン増）、売上高239

百万円（前年同期比44百万円減）、営業利益２百万円（前年同期比９百万円増）となりました。

　これらの結果、兵機グループの当第３四半期連結会計期間の業績は、全取扱量1,242千トン（前年同期比74千トン

増）、売上高2,937百万円（前年同期比586百万円減）、営業利益18百万円（前年同期は19百万円の損失）、経常損

失12百万円（前年同期は61百万円の損失）、これに投資有価証券評価損等の特別損失を計上したことから四半期

純損失31百万円（前年同期は100百万円の損失）となりました。

　　(2)　キャッシュ・フローの状況

　　　　当第３四半期末の現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ18百万円増加し（前年同期は88百万円の減少）、

1,075百万円となりました。

　      当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

     （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果獲得した資金は69百万円（前年同期は89百万円の支出）となりました。これは、減価償却費78百

万円等に対して、売上債権の増加34百万円、税金等調整前四半期純損失30百万円などによるものであります。

　   （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果、使用した資金は38百万円（前年同期は130百万円の使用）となりました。これは、長期貸付金の

実行45百万円などによるものであります。

　　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動の結果、得られた資金は73百万円（前年同期は147百万円の獲得）となりました。これは、長期借入によ

る収入600百万円、短期借入による収入240百万円に対して長期借入金返済による支出765百万円などによるもの

であります。

　  (3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

       　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　  (4)　研究開発活動

　       該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
（1）主要な設備の状況

　　　　 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　　

（2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は

ありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成22年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,240,000 12,240,000
大阪証券取引所

（市場第二部）

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は、

1,000株であります

計 12,240,000 12,240,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（千株）

発行済株式　
総数残高
（千株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額　　
（百万円）

資本準備金
残高　　
（百万円）

　平成21年10月１日～

　平成21年12月31日
－ 12,240 － 612 － 33

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

　　　①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式       375,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　  11,795,000 11,795 ―

単元未満株式 普通株式        70,000 ― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 12,240,000 ― ―

総株主の議決権 ― 11,795 ―

　

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

兵機海運株式会社

神戸市中央区栄町通

２丁目４番14号
259,000― 259,000 2.12

(相互保有株式)

株式会社吉美

兵庫県姫路市大津区吉美

209番地の２
116,000― 116,000 0.95

計 ― 375,000― 375,000 3.06
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 207 202 185 189 184 195 176 184 181

最低（円） 192 178 169 161 170 170 170 163 165

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、大阪監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,075 1,057

受取手形及び売掛金 1,541 1,401

原材料及び貯蔵品 32 31

その他 370 246

貸倒引当金 △5 △5

流動資産合計 3,014 2,732

固定資産

有形固定資産

建物及び建物付属設備 2,029 2,029

減価償却累計額 △1,269 △1,235

建物及び建物付属設備（純額） 759 794

船舶 4,170 4,170

減価償却累計額 △1,078 △889

船舶（純額） 3,092 3,281

土地 1,623 1,623

その他 334 330

減価償却累計額 △294 △282

その他（純額） 39 48

建設仮勘定 500 100

有形固定資産合計 6,015 5,847

無形固定資産

その他 23 23

無形固定資産合計 23 23

投資その他の資産

投資有価証券 1,113 1,050

その他 830 756

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 1,939 1,801

固定資産合計 7,978 7,673

資産合計 10,992 10,405
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,091 955

短期借入金 4,135 3,713

未払法人税等 3 －

賞与引当金 0 3

その他 106 72

流動負債合計 5,338 4,744

固定負債

長期借入金 3,443 3,458

退職給付引当金 250 258

債務保証損失引当金 143 143

船舶修繕引当金 53 58

その他 129 104

固定負債合計 4,019 4,023

負債合計 9,357 8,767

純資産の部

株主資本

資本金 612 612

資本剰余金 33 33

利益剰余金 849 964

自己株式 △75 △75

株主資本合計 1,419 1,534

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 275 149

繰延ヘッジ損益 △59 △46

評価・換算差額等合計 215 102

純資産合計 1,635 1,637

負債純資産合計 10,992 10,405
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 11,696 8,346

売上原価 10,139 7,328

売上総利益 1,556 1,017

販売費及び一般管理費 ※
 1,293

※
 1,024

営業利益又は営業損失（△） 263 △6

営業外収益

受取利息 9 9

受取配当金 27 22

持分法による投資利益 7 16

不動産賃貸料 19 －

その他 3 9

営業外収益合計 67 58

営業外費用

支払利息 97 102

為替差損 20 6

その他 23 15

営業外費用合計 141 123

経常利益又は経常損失（△） 188 △72

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 0

償却債権取立益 0 －

特別利益合計 0 0

特別損失

投資有価証券評価損 83 32

投資有価証券売却損 － 0

長期前払費用償却 － 13

債務保証損失引当金繰入額 75 －

貸倒損失 1 －

ゴルフ会員権貸倒引当金繰入額 0 0

特別損失合計 161 45

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

28 △118

法人税等 △6 △2

四半期純利益又は四半期純損失（△） 35 △115
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 3,524 2,937

売上原価 3,118 2,576

売上総利益 406 360

販売費及び一般管理費 ※
 425

※
 342

営業利益又は営業損失（△） △19 18

営業外収益

受取利息 3 2

受取配当金 8 5

持分法による投資利益 △1 3

不動産賃貸料 6 －

その他 0 3

営業外収益合計 17 15

営業外費用

支払利息 34 33

為替差損 18 6

その他 6 6

営業外費用合計 60 46

経常損失（△） △61 △12

特別利益

償却債権取立益 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

投資有価証券評価損 61 4

投資有価証券売却損 － 0

長期前払費用償却 － 13

債務保証損失引当金繰入額 53 －

ゴルフ会員権貸倒引当金繰入額 0 0

特別損失合計 116 17

税金等調整前四半期純損失（△） △177 △30

法人税等 △77 1

四半期純損失（△） △100 △31
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

28 △118

減価償却費 259 236

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 0

有形固定資産売却損益（△は益） △0 －

有形固定資産除却損 0 0

持分法による投資損益（△は益） △7 △16

退職給付引当金の増減額（△は減少） △33 △8

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 75 －

修繕引当金の増減額（△は減少） 32 △5

受取利息及び受取配当金 △36 △31

支払利息 97 102

その他の営業外収益 △22 －

その他の営業外費用 57 －

投資有価証券売却損益（△は益） － 0

投資有価証券評価損益（△は益） 83 32

売上債権の増減額（△は増加） 141 △139

たな卸資産の増減額（△は増加） 14 △0

仕入債務の増減額（△は減少） △294 135

為替差損益（△は益） 0 0

その他 19 △44

小計 415 142

利息及び配当金の受取額 41 33

利息の支払額 △96 △95

債務保証履行による支出 △365 －

その他の営業外損益（△は益） △27 －

法人税等の支払額 △197 64

その他 － △11

営業活動によるキャッシュ・フロー △230 133

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △25 △5

投資有価証券の売却による収入 － 3

有形固定資産の取得による支出 △1,118 △400

有形固定資産の売却による収入 0 －

短期貸付金の増減額（△は増加） △29 29

長期貸付けによる支出 △11 △153

長期貸付金の回収による収入 39 6

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,143 △520
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 530 420

長期借入れによる収入 1,300 1,000

長期借入金の返済による支出 △392 △1,012

自己株式の取得による支出 △54 △0

配当金の支払額 △97 △0

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,285 406

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △88 18

現金及び現金同等物の期首残高 1,072 1,057

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 984

※
 1,075
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 （1）連結の範囲の変更

　　第２四半期連結会計期間において、清算手続中でありました連結子会社で

ある新大同海運株式会社は平成21年11月30日を以って清算を結了したた

め、当第３四半期連結累計期間は平成21年４月１日から平成21年11月30日

までの８ヶ月間を連結しております。また、第２四半期連結会計期間におい

て新大同海運株式会社の所有する船舶所有子会社４社の株式を取得し、連

結子会社としております。

　 （2）変更後の連結子会社の数

　　５社

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積もりを考慮した予算を策定

しているため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定してお

ります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．税金費用の計算   税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

　　他社の金融機関からの借入金に対して次のとおり保証を

行っております。

　　他社の金融機関からの借入金に対して次のとおり保証を

行っております。

誠進海運㈲ 124百万円

幸盛海運㈱ 68 〃

英幸海運㈲ 64 〃

杉本海運㈲ 54 〃

小計 312百万円

債務保証損失引当額 143百万円

計 169百万円

　

誠進海運㈲ 126百万円

幸盛海運㈱ 68 〃

英幸海運㈲ 67 〃

杉本海運㈲ 54 〃

橋本海運㈲ 21 〃

小計 339百万円

債務保証損失引当額 143百万円

計 196百万円

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　給料手当 721百万円

　退職給付引当金繰入 37　 〃

　貸倒引当金繰入 4　 〃

　給料手当 541百万円

　退職給付引当金繰入 38　 〃

　貸倒引当金繰入 0　 〃

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　給料手当 238百万円

　退職給付引当金繰入 12　 〃

　貸倒引当金繰入 △1　 〃

　給料手当 186百万円

　退職給付引当金繰入 12　 〃

　貸倒引当金繰入 0　 〃

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

 （百万円）

　現金及び預金勘定 984

　現金及び現金同等物 984

　

 （百万円）

　現金及び預金勘定 1,075

　現金及び現金同等物 1,075
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　12,240千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　 298千株 

 

３．配当に関する事項

　該当事項はありません。 

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
海運事業
（百万円）

港運・倉庫
 事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

 消去又は
   全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                         

(1) 外部顧客に対する売上高 1,936 1,586 2 3,524 ― 3,524

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
0 5 ― 5 (5) ―

計 1,936 1,591 2 3,529 (5) 3,524

営業損失（△） △18 △0 △0 △19 ― △19

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
海運事業
（百万円）

港運・倉庫
 事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

 消去又は
   全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                         

(1) 外部顧客に対する売上高 1,469 1,466 2 2,937 ― 2,937

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
0 0 ― 0 (0) ―

計 1,469 1,466 2 2,937 (0) 2,937

営業利益又は営業損失（△） △41 58 0 18 ― 18
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前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
海運事業
（百万円）

港運・倉庫
 事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

 消去又は
   全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                         

(1) 外部顧客に対する売上高 6,742 4,947 6 11,696 ― 11,696

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
0 11 ― 11 (11) ―

計 6,742 4,959 6 11,707 (11) 11,696

営業利益又は営業損失（△） 228 35 △0 263 ― 263

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
海運事業
（百万円）

港運・倉庫
 事業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

 消去又は
   全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                         

(1) 外部顧客に対する売上高 4,179 4,160 6 8,346 ― 8,346

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
0 0 ― 0 (0) ―

計 4,179 4,161 6 8,347 (0) 8,346

営業利益又は営業損失（△） △123 115 1 △6 ― △6

　（注）１．事業の取り扱いの種類、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区分を行っております。

２．各事業の主な内容

（1）海運事業………………内航海運、外航海運

（2）港運・倉庫事業………港湾運送事業、倉庫事業

（3）その他事業……………不動産賃貸、商事業務

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

  全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

 

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

  全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　  海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

 

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　  海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 136.93円 １株当たり純資産額 137.13円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 2.92円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません

 。　

１株当たり四半期純損失金額 9.66円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため、記載しておりません 。　

 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） 35 △115

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失（△）（百万円）
35 △115

期中平均株式数（千株） 12,002 11,942

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 8.39円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため、記載しておりません 。　

１株当たり四半期純損失金額 2.62円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため、記載しておりません 。　

 

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純損失（△）（百万円） △100 △31

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △100 △31

期中平均株式数（千株） 11,944 11,942

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月12日

兵機海運株式会社

取締役会　御中

大阪監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 前田　雅行　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 高畠　明徳　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている兵機海運株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、兵機海運株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月10日

兵機海運株式会社

取締役会　御中

大阪監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 高畠　明徳　　印

 業務執行社員  公認会計士 藤田　貴大　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている兵機海運株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、兵機海運株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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